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⾼円宮牌 2017 ホッケー⽇本リーグ ⼥⼦︓第 2 節 第 3 ⽇開催 
◆『コカ・コーラウエストレッドスパークス』(3 対 2)『グラクソ・スミスクライン Orange United』 
◆『天理⼤学ベアーズ』(3 対 4)『⼭梨学院 CROWNING GLORIES』 
◆『南都銀⾏ SHOOTING STARS』(3 対 0)『駿河台⼤学 LADYBIRDS』 
◆『東海学院⼤学』(2 対 3)『⽴命館ホリーズ』 
◆『聖泉⼤学』(0 対 14)『ソニーHC BRAVIA Ladies』 

 
本⽇、5 ⽉ 13 ⽇(⼟)ホッケー⽇本リーグ機構（略称︓HJL、理事⻑︓奥⽥ 好廣）主催の⾼円宮牌
2017ホッケー⽇本リーグ⼥⼦は、奈良県天理市・親⾥ホッケー場と滋賀県⽶原市・県⽴伊吹ホッケー場の2
会場で、レギュラーステージ第 2 節の第 3 ⽇を開催いたしました。 
 
奈良県天理市・親⾥ホッケー場において⾏われた試合では、『コカ・コーラウエストレッドスパークス(以下、コカ・
コーラウエスト)』は、『グラクソ・スミスクライン Orange United(以下、GSK)』と対戦し、3 対 2 で、『コカ・コー
ラウエスト』が勝利しました。『天理⼤学ベアーズ(以下、天理⼤)』は、『⼭梨学院 CROWNING 
GLORIES(以下、YGU)』と対戦し、3対4で『YGU』が勝利しました。『南都銀⾏SHOOTING STARS(以
下、南都銀⾏)』は、『駿河台⼤学 LADYBIRDS(以下駿河台⼤)』と対戦し、3 対 0 で『南都銀⾏』が勝利
しました。 
また、滋賀県⽶原市・県⽴伊吹ホッケー場で⾏われた試合では、『東海学院⼤学』は、『⽴命館ホリーズ(以
下、⽴命館⼤)』と対戦し、2 対 3 で『⽴命館』が勝利しました。『聖泉⼤学』は、『ソニーHC BRAVIA 
Ladies(以下、ソニー)』と対戦し、0 対 14 で『ソニー』が勝利しました。 
 
※各ゲームの詳細は、次ページをご参照ください。 
 
《第 2 節︓5 ⽉ 13 ⽇(⼟)〜5 ⽉ 14 ⽇(⽇)開催⽇程》 

 

◆奈良会場︓親⾥ホッケー場(〒632-0032 奈良県天理市杣之内町 78) 
◆滋賀会場︓県⽴伊吹ホッケー場(〒521-0314 滋賀県⽶原市春照) 



＜奈良県天理市・親⾥ホッケー場＞ 
 
『コカ・コーラウエスト』(3 対 2)『GSK』 
 
開始早々に得点し、逆転されながらも、第 4 クォーター残り 5 分で再度逆転し、3 対 2 で勝利した『コカ・コー
ラウエスト』のニール・アンドリュー・ホーグッド監督は今⽇の試合内容について「かなり厳しい試合内容だった。前
半は GSK のハードワークが勝り苦戦したが、何とか後半で⾃分たちのペースを取り戻すことができたので、その
部分は良かったと思う」と話し、明⽇第 4 ⽇の対戦相⼿ YGU との試合については、「明⽇もすごくいい試合に
なると思う。『YGU』もいいチームだと思うので、第 1 クォーターから第 4 クォーターまでの全てを通して、いいプレ
ーをしていかないと勝てないので、頑張ってやりたいと思う」と語ってくれました。また、ゲームキャプテンの⻄村綾
加(にしむらあやか)選⼿は、「今⽇のゲームは⾃分たちのミスが多く、うまくパスゲームの展開ができなかったが、
明⽇はしっかり本⽇の反省を活かし、⾃分たちのホッケーができるようにしたいと思う」と、明⽇の意気込みを話
してくれました。 
 
また、開始早々の⽴ち上がりに得点されながらも逆転し、ハードワークで試合運びを優位に進めていた『GSK』
主将の齋藤美咲(さいとうみさき)選⼿は、「チームのモチベーションは⾼く保たれているので 1 試合ごとの集中⼒
と脚を途切れることなく、これからもやっていきたい。開始早々の⽴ち上がりに失点してしまったことと、チャンスで
決めきれずに失点してしまったことが敗因となって悔しいが、まだまだこれから⾃分たちのホッケーを応援してくれて
いるみなさんに⾒せていきたい」と語ってくれました。 

 
写真︓キレとスピードのある鋭いドリブルで多くのチャンスを作り出した#16 辻井紫歩選⼿(右) 



＜奈良県天理市・親⾥ホッケー場＞ 
 
『天理⼤』(3 対 4)『YGU』 
 
⼀進⼀退のシーソーゲームの上、逆転勝利をおさめた『YGU』の藤林千⼦(ふじばやしちこ)選⼿は、「開幕か
ら 3 連勝しているので、この勢いに乗って 4 連勝を⽬指して頑張っていきたいと思う。」と喜びを語ってくれました。
ジョン・シアン監督は、「今年の天理⼤学は、すごい選⼿が揃っていて、いいチームになっているので、今⽇はどう
なるかと内⼼考えていたが、結果的に勝てて良かった」と話してくれました。 
 
また、ホームゲームで宿敵『YGU』に敗れた『天理⼤』主将の中村瑛⾹(なかむらえいか)選⼿は敗因について、
「相⼿チームというより、⾃分たちのミスが多い失点もあった。⾃分たちがどうなるかというところを、もっと追究し気
持ちを切り替えて、明⽇の試合に臨みたいと思う」と語ってくれました。そして、『天理⼤』⻑⾕部監督は、今⽇
のゲームについて「相⼿チームの 4 点のうち 3 点は、⾃分たちのミスからの 3 失点なので、そういうところを考えた
場合に、明⽇へ修正していこうと思う」と話し、明⽇の修正ポイントについては「⾃分たちが⽬指すホッケーがで
きれば、必然的に勝ちはついてくると思うので、気持ちをリセットして頑張りたいと思う」と冷静にチームを分析し
ながら語ってくれました。 

 
写真︓相⼿ディフェンス陣を掻き回しドリブル突破を試みる#18 ⽥中花歩選⼿ 



＜奈良県天理市・親⾥ホッケー場＞ 
 
『南都銀⾏』(3 対 0)『駿河台⼤』 
 
安定した守りと速攻からの得点で『駿河台⼤』を制した『南都銀⾏』樋⼝監督は、「相⼿の粘り強い組織に、
少し時間が必要だったが、最後はきっちりと勝ち点は取れたので、これからもまた修正しながらやっていきたいと
思う」と語ってくれました。 
また、主将の野村⾹奈(のむらかな)選⼿は、「全員で粘り強い守備をして、全員で攻撃して得点を狙いにいく
ことが⾃分たちのホッケー。そのホッケースタイルでペースを掴んでどんどん攻めて、先制点を取って勝てるようにや
っていきたいと思う」と、これからの意気込みと共にホッケーの信念を語ってくれました。 

 
写真︓⾃らも得点しチャンスメークもこなした#10 ⼤塚志穂選⼿がディフェンスを交わしシュート放つ(右) 



＜滋賀県⽶原市・県⽴伊吹ホッケー場＞ 
 
『東海学院⼤学』(2 対 3)『⽴命館⼤』 
 
接戦を制した『⽴命館⼤』の松村ヘッドコーチは試合を振り返り、「勝ち点を取れたことは良かった。常に先制、
勝ち越しとリード出来ていたのは良かったが、失点を防いで勝てる部分はあったのではないかと思う」と語ってくれ
ました。 
また、惜しくも敗れた『東海学院⼤学』の⼩林監督は、「もう少し丁寧にやれば点数につながったと思う。パスワ
ークが上⼿くいかなくて、反転から相⼿にいい形で失点してしまった。若い選⼿も多いので、次やるときには攻守
のバランスを考えながら試合い臨みたい」と話してくれました。 

 
写真︓相⼿陣内へ積極的に⼊り込みシュートを放つ#11 笠丸千夏主将(中央) 



＜滋賀県⽶原市・県⽴伊吹ホッケー場＞ 
 
『聖泉⼤学』(0 対 14)『ソニー』 
 
圧勝した『ソニー』の永井監督は、「体を張ったしっかりしたプレーをしてきたが、選⼿が冷静に対応してくれた。
敢えて課題を挙げるとすれば、まだディフェンスラインからインサイド、トップにボールを上げるときに、ただ単にフリー
の選⼿に出すのではなく、チャンスに繋がるようなパスを出せるのかという判断がまだ不⼗分だと思った。敢えて
点数をつけるとすれば６５点くらい」と試合内容を分析し、「勝ちだけにこだわって守りを固めてというホッケーで
はなく、少々リスクを背負ってでも攻撃をしていくチームを⽬指している。世界に通⽤する攻撃レベルの選⼿をソ
ニーから出していきたい。普段からそういうホッケーをやろうとしている。 若い⼈たちが東京五輪を⽬指していくと
いう意味でモチベーション⾼く、他のチームが結果にも出ている。 私たち実業団チームも負けることができないし、
しっかりと⼀戦⼀戦、戦っていきたい」と新チームとなった現状からこれからの抱負を熱く語ってくれました。 

 
写真︓局⾯を打開し攻めへ転じる#6 阪⼝真紀主将(中央) 



《本⽇の結果による順位表は、以下ご参照ください》 

 
 
《ご参照︓ホッケー⼥⼦世界ランキング*》 

 
（*出展︓ 、全 72 か国） 

※第 2 節 3 ⽇⽬以降の ⾼円宮牌 2017 ホッケー⽇本リーグ⼥⼦は、次⾴ご参照ください。 



＜⾼円宮牌 2017 ホッケー⽇本リーグ⼥⼦︓試合⽇程＞ 

 

 
本件に関する報道関係者からの問合せ先 

ホッケー⽇本リーグ機構︓福島 雄裕(ふくしまたけひろ) 

090-6907-6589（info@hjl-hockey.jp） 


